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論文審査の結果の要旨 

経済学・社会科学一般において、幅広く応用されるに到ったゲーム理論のモデルでは、プ

レイヤーがゲーム理論で謂う所の均衡にしたがって行動すると仮定される。この前提の妥

当性を検討するためには、人間がどのようなプロセスを経て均衡に行き着くかを明らかに

する必要がある。本論文は、全体の導入である 1 章に引き続き、以上の問題を理論的・実

証的に分析した三本の論文から構成されている。具体的には、均衡に到る調整過程でのゆ

らぎを理論的に分析する確率進化ゲーム理論の手法を使った研究（2 章）と、現実の人間が

どのような行動調整を経て均衡に行き着くかを管理された実験によって観測・分析する実

験経済学に関する研究（３章、４章）からなる。 

 第２章は、確率進化ゲームの研究に新機軸を導入する試みである。ゲームの均衡では、

プレイヤーはお互いの出方を正しく予想し、合理的な行動を取っているが、このような状

態を最初から仮定せずに、試行錯誤の調整過程の結果として導こうとするのが、いわゆる

進化ゲームの理論の基本的な考えである。特に、通常のアプローチでは、多くのプレイヤ

ーが均等な確率でおたがいランダムに対戦し合ってゲームをプレイする状況を考え、そこ

でうまく機能している戦略が次第に社会に広がって行くさまをモデル化する。ここで、各

プレイヤーは、このようなプロセスが将来どのように動いてゆくかを合理的に予想する高

度な計算能力は無く、当面の自分の利得が上がる方向へ行動を調整してゆくと考えるのが

普通である。このようないわゆる「均等な対戦」と「近視眼的な調整」を持つプロセスに、

さまざまな要因によって各人の行動がランダムに変わる可能性を入れたものが確率進化ゲ

ームの基本モデルである。 

 第２章の研究は、上記のような、いわば手探りでゲームのプレイの仕方を探る群集のな

かに、１人の「大きな、そして合理的な」プレイヤーが入った場合に何が起こるのかを明

らかにするものである。より具体的には、（１）１人の合理的で将来の利得を十分に重視す

るプレイヤーと、N 人の近視眼的な調整過程に従うプレイヤーたちが存在し、（２）近視眼

的なプレイヤーは、少数の自分の隣人ならびに合理的なプレイヤーと対戦する、というモ

デルを考察する。一つの解釈は、N 人の住民が住む町に一つの店舗があり、住民は手探り

で行動を調整してゆくが、店舗はそのような住民の行動を見越して自らの長期的な利得を



最大化するようにふるまう、というものである。 

 このような状況で、プレイヤーたちが複数の均衡の有るゲームをプレイすると、どのよ

うな均衡点に最終的に行き着くのであろうか？ 通常の確率進化ゲームのモデルでは、社

会にとって望ましい均衡よりも、安定性の高いいわゆる「リスク支配均衡」が長期的には

達成されることが分かっている。しかし、岡野氏の上記のようなモデルではこの結論は逆

転し、社会にとって望ましい均衡が長期的には選ばれることが示される。これは、（１）１

人の大きな合理的なプレイヤーには、望ましい均衡に人々の行動を誘導するインセンティ

ヴが有ること、（２）大きな合理的なプレイヤーは他のすべてのプレイヤーと対戦するため、

その影響力が大きいこと、の２点から来ている。特に岡野氏は、（２）の要因だけでは上記

の結論が得られないことを示すため、大きなプレイヤーが他のプレイヤー同様、近視眼的

に行動するケースも併せて分析している。そこでは、社会にとって望ましい均衡と、リス

ク支配均衡の両方が、長期的に現れることが示される。 

 以上の研究成果は、確率進化ゲームの理論に新たな次元を付け加えるものとして評価で

きる。とくに、手探りで行動を調整する人々と、その行動を操作しようとする合理的なプ

レイヤーの関係を分析するという考えは、これまでの研究に無かった重要な論点として評

価できる。 

 第３章と第４章は、現実の人間がどのような行動調整を経て均衡に行き着くかを管理さ

れた実験によって観測・分析する実験経済学に関する研究である。この二つの章はいずれ

も、「じゃんけん」のように、相手に自分の行動を読まれないようにするため、ランダムな

行動をとることが均衡になるゲーム（「O’Neill のカードゲーム」）を取り扱う。いずれも岡

野氏が自ら実験を計画して本学の学生を被験者として実施し、その結果を分析したもので

ある。O’Neill のゲームは二人のプレイヤーのそれぞれが、４枚のカードの中から一枚を選

んで出し、その結果によってどちらが勝つかが決まるものである。勝敗を決めるルールは

やや複雑で、ゲーム理論の知識を持った者でも直ちには均衡を計算しにくくなっている。

均衡も、じゃんけんのように均等な確率で各戦略を出すのではなく、特定のカードだけを

高い確率で出すものになる。さらに、二人のプレイヤーの役割は非対称的で、一方の均衡

勝率が他方より高くなっている。このような複雑なゲームではあるが、先行研究では、こ

れを実験室で実際の人間に繰り返しプレイさせてみると、その行動は均衡に比較的近くな

ることが知られていた。この研究が基礎になり、近年では、プロ・スポーツなどの実際の

フィールドデータでもランダムな均衡行動が観察されるという一連の研究が生み出されて

いる。岡野氏の研究は、こうした実験経済学の近年の進展に寄与するものである。 

 第３章は、くり返してこの O’Neill ゲームをプレイして行く際に、ゲームをプレイする時



間間隔が空くことが、人々の行動にどう影響を与えるかを実験的に検査するものである。

具体的には、当該ゲームを（１）間隔を空けず繰り返しプレイした場合、（２）一定の時間

間隔をあけてプレイした場合、（３）同じ時間間隔をあけ、その間にゲームと無関係な計算

作業をさせた場合、（４）同じ時間間隔をあけ、その間に他のプレイヤーと O’Neill をプレ

イさせた場合、で実験し、そのデータを分析する。その結果、（１）、（２）では均衡に近い

結果が得られ、両者に有意な差は認められなかったが、（３）（４）の結果は均衡からやや

乖離し、その差は通常の学習の仕方である（１）と比較して有意と認められた。プレイ間

の間隔が空いてしまうと、ゲームのうまいプレイの仕方を学習することを阻害する可能性

がある。一方でそれは、既存の実験結果で検出された人間の認知上のクセを除去する可能

性もある。すなわち、既存の研究では、このゲームでの人々の行動はかなり均衡に近くな

るが、均衡に従ってランダムに手を選ぼうとするあまり、ある期に出した手を次ぎの期に

避けるという、いわゆる負の系列相関が出てしまうことが知られていた。ここでの仮説の

ひとつは、プレイ間の間隔を空けることで、この効果がなくなるのではないかというもの

であった。実験結果を総合すると、第１の効果は検出されたものの、第２の効果は無かっ

たということになる。特に、（４）のケースでも学習が阻害されたことを見ると、当該ゲー

ムのプレイの仕方一般に対する理解を深めることよりも、現在対戦している特定の相手と

の対戦の仕方を学ぶことが重要であることが推察される。 

 ゲームの学習過程を見る実験は多くなされてきたが、プレイ間の時間間隔が学習行動に

与える影響を見たものはほとんどなく、第３章の研究はこの点で興味深い新しい知見をう

み出したものと言える。 

 第４章は、O’Neill のゲームを個人がプレイする場合と、二人一組のチーム同士がプレイ

した場合を比較する実験に関するものである。経済学で「プレイヤー」とされるものは、

実際は企業や組織、政府といったチームであることが多い。このため、個人の学習行動と

チームの学習行動の違いを実験的に検証し、そこから両者の類似点と相違を理解すること

は、経済学においてきわめて大きな意味を持つものと考えられる。第４章で報告されてい

る岡野氏の研究においては、チームで O’Neill のゲームをプレイする場合のほうが、個人で

プレイする場合よりも、よりゲーム理論の均衡に近くなるという、比較的はっきりとした

結果を出している。とくに、岡野氏は（１）各プレイヤーが選んだカードの分布が均衡分

布に近いかどうか、（２）どのカードを出しても、自分の勝率は変わらないという、混合戦

略均衡の基本性質が見られるかどうか、（３）カードの出し方に時間を通じた系列相関がな

いかどうか、の三点について、個人とチームのケースを詳しく比較している。その結果、

（１）と（２）に関してはチームのほうが均衡に近いが、（３）については有意な差は見ら



れないことが明らかにされる。さらに、岡野氏は個人の行動調整過程とチームの行動調整

過程を Rosenthal らの先行研究と同様の手法で推定し、個人とチームの行動様式のどのよ

うな違いから、上記のような結果が生まれたのかを考察している。その結果岡野氏が見出

したことは、個人の場合、一定のパターンにしたがって負けが続いてしまう傾向がある一

方、チームはこのパターンを回避する傾向があるということである。 

 実験において個人とチームの意思決定の差を見た先行研究はいくつかあるが、本研究の

ようにランダムに手を選ぶのが均衡になるケースでの研究はほとんど無く、また、チーム

のほうがより均衡に近くなることを比較的はっきりと示した点、さらには個人とチームの

意思決定の仕方の比較に関して、ある程度立ち入った分析をした点に、本研究の独自性が

認められる。 

 以上のような内容と意義をもつ本研究ではあるが、いくつかの改良の余地がないわけ

ではない。まず第２章は、特定のマッチング構造を分析しているが、これをどの程度一

般化出来るかが次の課題となろう。また、近視眼的なプレイヤーの行動を誘導しようと

するプレイヤーが 1 人ではなく複数である場合の分析も興味深い拡張となる。 第 3 章

は、プレイ間の時間間隔が空くことで学習が阻害されることを明らかにしたが、具体的

にはどのような要因が学習のどのような局面を阻害したかをさらに特定することが次の

課題になる。このため、時間間隔の長さや被験者に示す情報など、様々な要因をコント

ロールする追加実験が実り多いものとなるであろう。第 4 章は、個人とチームの学習行

動過程を推定しているが、これをさらに詳しく分析して、個人の意思決定方式がチーム

においてどのように集計されるかが実証的・理論的に明らかになると、さらに価値の高

い研究として発展させることが出来るものと思われる。以上のようにいくつかの要望・

示唆が出されたが、本論文は全体として学位申請論文としての要件を十分に満たしてお

り、博士（経済学）の学位授与に値するものとの結論に、審査委員全員が一致して到達

した。 
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審査委員： 神取道宏（主査） 

  神谷和也  

  松島斉  

  松井彰彦  
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